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１月１０日（金）１月１０日（金）
竜巻想定避難訓練事前指導及び竜巻想定避難訓練事前指導及び

避難訓練避難訓練
『備えあれば憂い無し』の言葉

がありますが､万が一を想定して日
頃から備えるのは大切なことです。
今回は竜巻が起きた場合を想定

して避難訓練を実施しました。事
前指導の映像で子供たちは､竜巻の
恐ろしさを学びました｡また、避難訓練では､１階の窓のな
い倉庫近くに避難する訓練をしました。すばやく落ち着い
て避難することができました。

１月１８日（土）全国プレゼンテーション１月１８日（土）全国プレゼンテーション
コンクールin羽生コンクールin羽生

６年生が外国語の部に参加し
ました。今年のテーマは「世界
へのメッセージ」でした。英語
を使ってサケの放流や稲作体験
を紹介したり、外国の方と一緒
にやりたいことなどを発表した
りしました。広いステージに立
ち、大きな声で堂々と披露する

ことができました。審査員の先生から、「英語を楽しんでい
る様子がいいですね。」とお褒めの言葉をいただきました。

地域と共にある村君小学校･村君公民館文化祭

村君公民館文化祭の２日目の１月
１９日(日)､１年生から６年生まで
の児童が「Little Red Riding Hood」
「The Hare and the Tortoise」の
英語劇と「上を向いて歩こう」の歌
を披露しました。「上を向いて歩こ
う」は子供たちと地域の皆様の歌声
が公民館に響いていました。

第４回村君小学校運営協議会

１月２７日（月）に第４回村君小学校運営協議会が行わ
れました。今回は学校評価を中心に協議をしました。
まず、鳥海校長から２学期に行われた学校教育アンケー

トの結果をお話しました。その後、学校教育アンケートの
結果を踏まえて、各委員の方からも学校関係者評価をして
いただきました。保護者の皆様には学校教育アンケートの
結果を期末ＰＴＡの時にお伝えします。村君小学校運営協
議会委員の皆様には１年間大変お世話になりました。あり
がとうございました。

１月２９日（水）むかしあそびにﾁｬﾚﾝｼﾞをしよう１月２９日（水）むかしあそびにﾁｬﾚﾝｼﾞをしよう
村君地区更生保護女性会の皆様が昔

遊びの先生として来校しました。１年
生の子供たちにおはじきやけん玉、お
手玉の遊び方や紙ひこうきの作り方な
どを教えていただきました。子供たち
は普段あまりやったことのない遊びに
目を輝かせながら楽しんでいました。

インフォメーション ２月行事予定
１ 土
２ 日
３ 月 読書タイム/1円玉

募金/
４ 火 朝会/委員会
５ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙA

入学説明会
６ 木 おはよう運動
７ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙB
８ 土
９ 日

１０ 月 1・2年お話会/登校
指導/安全点検

１１ 火 建国記念の日
１２ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙA
１３ 木 おはよう運動
１４ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙB

6年三田ヶ谷小との
交流会

１５ 土 友･遊･ﾌﾟﾗｻﾞ

１６ 日 第3回資源回収
１７ 月 読書ﾀｲﾑ/3・4・5・

6年読み聞かせ
１８ 火 ｸﾗﾌﾞ発表会/ｸﾗﾌﾞ見

学
１９ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙA

/スクールソーシャル
ワーカー学校巡回訪
問

２０ 木 おはよう運動
２１ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙB
２２ 土
２３ 日 天皇誕生日
２４ 月 振替休日
２５ 火 音楽集会/ｸﾗﾌﾞ
２６ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙA

臨床心理士巡回訪
問/スクールカウン
セラ―来校

２７ 木 おはよう運動
２８ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑﾓｼﾞｭｰﾙB

学年末ＰＴＡ
２９ 土

１月２１日（火）茶道体験１月２１日（火）茶道体験
手子林にお住ま

いの関根先生をお
迎えして、１年生
から６年生の全児
童で茶道体験をし
ました。短い時間

でしたが、日本の文化にふれるこ
とができました。

地域の皆様に感謝の気持ちを伝える
今年は暖冬で平年より暖かい日が続いています。先日、利根川の土手に菜の花が咲いて

いる様子を見かけました。立春を過ぎると、さらに暖かさが増して、季節が足早に移り変
わっていくように感じます。
暖冬とはいえ、学校ではインフルエンザでお休みする児童が増えてきました。さらに、

新型肺炎の流行も心配されるところです。手洗い、うがいの励行、人混みでのマスクの着
用など、感染予防に努めていきたいと思います。
さて、１月２７日に「感謝集会」を行いました。この集会は、

日頃お世話になっている地域の方々に感謝の気持ちを表すととも
に、地域の一員としての自覚を深めることをねらいとしています。
当日は、市議会議員、峯嵜貴生様、各地区の自治会長様をはじ

めとする多くの地域の皆様においでいただきました。子供たちは、
感謝の言葉、歌や発表などで、感謝の気持ちを伝えました。
村君小学校では、ふれあい運動会などの行事、田植えなどの体

験活動や学習、登下校の見守り活動など、多くの場面で地域の皆
様にお世話になっています。子供たちは、地域の皆様とのふれあいを通して、様々なこと
を学んでいます。これからも御支援と御協力いただきますようお願いいたします。

自然や生命を大切にする心を育てる ～サケの放流集会から～
感謝集会の後、午後からサケの放流集会を行いました。サケの放流は１０年以上続けて

いる活動で、村君小学校の特色ある教育活動の一つです。主なねらいは、①サケの稚魚の
放流を通して、遡上してくるサケの数を増やすとともに、自然や生命を大切にする心を育
てる。②利根川を利用した学習を通して、地域を愛する心を育てることにあると考えます。
昨年１２月２６日付の埼玉新聞に「サケ遡上数激減」という見出しで利根川のサケに関

する記事が掲載されていました。近年、利根大堰を遡上するサケの数は減少傾向にあり、
昨年は台風１９号の影響もあって、平成１８年の１０分の１以下だったそうです。
本校では、毎年、水資源機構利根導水総合事務所からサケの卵を提供していただいてい

ます。今年は２００匹の稚魚を提供していただきました。大変貴重な稚魚だったため、例
年は各家庭で育てていますが、今年は学校で育ててきました。
当日は、児童、保護者、地域の皆様が学校から利根川の河川

敷を歩いて、放流する川岸まで向かいました。本校にとって、
利根川は身近な場所ですが、川の近くまで行く機会は少なくな
りました。子供たちは、利根川の流れを間近で見て、水の中に
足を踏み入れて水の感触を肌で感じていました。
１年生にとっては、初めてのサケの放流体験です。子供たち

はサケの稚魚を丁寧に川の中に放流し、元気に動き出す稚魚の
様子をじっと見守っていました。「大きく育って、また、利根川
に戻ってきてね。」と願いながら、サケの放流集会を終えました。
サケの放流集会に向けて準備や御協力いただいた、利根川上流河川事務所川俣出張所、

小川工業株式会社、サイレキ建設工業株式会社の皆様に心より感謝申し上げます。




